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【1】重イオン核分光学および加速ビームの境界領域への応用   












に比例しており、この多重荷電粒子検出器は生成核種の識別に極めて有効である事が確かめられた。   













マーの系統的振舞から、我々は高スピンアイソマーの方が高い励起エネルギーにあると推測する。   
さらに128ceを生成しない反応として11与In（160，3可1281aを用い、二つのβ崩壊する状態間  
1大学院物理学研究科、博士課程4年  
31一   
のT遷移を特定する実験を行なったが、この遷移は観測できなかった。その原因として、大きな  
スピンの差のために7遷移の多重極度が著しく高く、β崩壊にくらぺて小さな分岐比になり、し  
かも内部転換係数も大きくなってT線の観測が困難になったものと考えられる。   








－32¶   
ここでⅩとYでラベルしたバンドがMlバンドである。この種なMlバンドの中にオブレー  
ト変形した稼が集団的回転をしているとして解釈できるものがあるか否かが最新の核構造論の興  
味であり、今後さらに実験を行なう。   
（4〕韓国との国際共同研究  
（古野興平、小松原哲郎、向 淳子、呂 駿、J．C．Kim3）、C．S．Lee4）、C．B．MooI15））   
我々のクリスタルボールを用いて二つの共同研究を行なった。一つは154Ⅱ0の高スピン状態、  








トルと、不規則な準位間隔で単一粒子励起と考えられる準位が見出された。   
第2の114Teであるが、この領域は陽子に対しては閉殻に近いので、低い励起状態は球形核に  
特徴的なスペクトルを示す。ところが 112Teの高励起・高スピン状態には非常に明確な回転的ス  
ペクトルが現れる事が最近の実験で確認された。これほhll／2の様な所謂high－jintruderorbital  
によるものと考えられ、我々が実験的に調べた114Teに於いてもそれと同様なintruderorbitalに  
基づく回転バンドが見出された。   

















6筑波医療技術短期大学 教授  
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【2】クラスターと重イオン感度応 （李 相茂、溝田武志）   
（1）BinaryFra呈mentDistributionsandPre－ScissionChargedLightParticlesfbr84Kr＋27Al  
atlO．6M亡Ⅵu  一 理研に於ける共同研究 一  
























Fig．1K什AllO，6MeV／u   
反応によって債分・裂片   
と同時計測したα粒子   
のスペクトル（ヒスト   
グラム）。3－Squ∫Se   
Fitting計算による曲線   
（太い実線）も記す。   
細い実線，破線は各々   
分裂前放出，分裂後放   
出の成分・を表わす。   
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Fig．ヱ軽荷電粒子のC血ge   
MulLiplicily。K［＋Al10．6MeV／u   
反応によって核分裂片と同時   
計測した陽子，α粒子の多重   
度（Mul扇plicity）より得た。   
全ChargcMul軸Iicity（X）と   
分裂前放出（◇），分裂後放   
出（□）の成分を示した。  
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ーチとして役立つものである。   
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（3）cイ誼とC打血1からのPDMSによる2次イオン放出機構  
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Fig．1（a）CTfoilTargeLと、O））C6。－foilTaTgetからの二次イオン質量スベタト）L／。  
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－37－   
（4）コルトロンイオン源によるC占。加速  
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Fig・ユ（A）C占0＋と（B）C70＋からの単分子解離及び残留ガスとの散乱による解離。  
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ー38－   
【3】 スピン偏極楳反応実験（青木保夫、田岸義宏）  
（1）‘モデルに依存しない，光学ポテンシャル探索   
核子や重陽子、α粒子の原子核による弾性散乱の記述に光学ポテンシャルが用いられる。こ  
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エネルギー依存性。   
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重水素原子の振舞いを実時間 川ealTime）  
一で観察する新しい方法を開発した。その結  
果の一例を左図に示す。国のカープのそれ  
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Proton ⊂ENTRAL．  
左園：Si＋Al、Au＋Au中心衝突に  
おける陽子のラビデイティ分布。   
－45－  
（2） ハドロンー原子核反応（新井一郎．冨沢和之，八木浩輔）   
a） 核物質からのストレンジ・クオークの生成と偏極の研究  
一後方AおよぴK8粒子生成一  




























の微分断面積とA粒子の偏極度を実験室系700～1400 にわたって測定した。  
46－   
回2．（花‾，p）系の不変質量分布；  
パーテックス検出（a）有り（b）無し  
1100  11ら0  1之80  
lnv訂k山tMa爵〔〟亡Ⅴ／㌔）  
1050  















後方K8粒子生成 箕島（1）の全データと実験（2）の掛2／3のデータ解析を終了し、予備的結果を  
得ている。これらは、世界で初めて測定されたデータである。A粒子の場合と同様に、再結合  
係数のi一俵存性（この場合、0．03i）を仮定したクオーク措像による理論的なモデル計算によつ  
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囲5．実験セットアップ   
－48－  
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